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平成28年度消防庁長官表彰
　同表彰は、消防業務に長年従事し、その成
績が優秀で、他の模範と認められる消防団員
などを表彰するものです。
＝年齢は３月１日現在。支団（所属、階級）
順・敬称略＝
▷小倉敏夫66＝第１支団副支団長　平中平窪　
▷草野久徳55＝第１支団分団長　平下荒川
▷大藤義信61＝第４支団副分団長　常磐松が
　　　　　　　台　
▷小松一雄61＝第５支団副分団長　内郷白水
　　　　　　　町　
▷生天目光吉57＝第６支団分団長　川前町川
　　　　　　　　前　
▷松浦拓57＝第６支団副分団長　川前町川前　
▷猪狩守司61＝第７支団副分団長　四倉町
▷出羽修三64＝第７支団団員　四倉町

　３月22日、昨年10月に和歌山県で開催された「第
23回全国クラブチームサッカー選手権大会」におい
て、東北地区代表として出場し、優勝を果たしたい
わきＦＣに、市民スポーツ栄誉賞を授与し、その功
績をたたえました。

青木冬馬さん

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 舘野眞歩さん

第28回危険業務従事者叙勲

いわき市民スポーツ栄誉賞

遠野地区と田人地区に地域おこし協力隊を配置

　同叙勲は、警察官や自衛官、消防吏員な
ど、著しく危険性の高い業務に精励した方
に贈られるものです。
＝年齢は４月29日現在。50音順・敬称略＝
瑞宝双光章
▷山内長夫70＝元警視正　勿来町
▷渡邉光男66＝元市消防監　中央台
▷渡辺雄治61＝元２等陸尉　好間町上好間
瑞宝単光章
▷佐々木静夫71＝元県警部補　好間町下好
　　　　　　　　間
▷髙田俊夫69＝元市消防司令長　泉町

表彰

表彰を受けたいわきFC

地域振興課地域振興係　☎22-7414
　４月から遠野地区と田人地区に、新たに１人ずつ地域おこし協力隊を配置しました。これに
より、地域おこし協力隊は遠野地区が２人、田人地区が１人、川前地区が１人となりました。

　地域おこし協力隊の青木冬馬さんは、遠野
地区に伝わる伝統的和紙「遠野和紙」の製作
技術の習得と、地域活性化を図るために活動
していきます。

　地域おこし協力隊の舘野眞歩さんは、ブロ
グなどを活用した情報発信や、誘客促進、交
流人口の拡大など、田人地区の活性化を図る
ために活動していきます。

　遠野和紙の製作技
術を習得するととも
に、和紙を通して地
域の皆さんと交流し
ていきたいです。

　田人の良さを発信
するとともに、地域
の方と一緒に新しい
取り組みをしていき
たいです。

遠野地区 田人地区

○
お
問
い
合
わ
せ

　
創
生
推
進
課

　
☎
22
・
７
０
２
５
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○
浄
應
寺
山
門
＝
平
豊
間
　
浄

　
應
寺
所
有

　
一
間
一
戸
の
薬
医
門
で
、
切

り
妻
造
り
、
銅
板
ぶ
き
の
門
で

あ
り
、
中
世
の
館
跡
豊
間
館
の

裏
門
だ
っ
た
門
を
移
築
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
冠
木
の
軒
反
り
や
懸
魚
の
風

化
具
合
、
包
み
蟻
を
多
用
し
て

木
材
を
結
合
さ
せ
柱
と
す
る
技

術
な
ど
、
中
世
の
門
で
あ
る
痕

跡
が
現
在
も
多
く
残
っ
て
お
り
、

い
わ
き
地
方
に
お
け
る
中
世
の

建
造
物
と
し
て
保
存
・
保
護
す

べ
き
建
物
で
す
。

○
御
宝
殿
稚
児
田
楽
・
風
流
の

　
用
具
類
＝
錦
町
　
熊
野
神
社

　
所
有

　
毎
年
七
月
の
海
の
日
と
そ
の

前
日
に
、
御
宝
殿
熊
野
神
社
で

行
わ
れ
る
祭
礼
に
使
用
さ
れ
る

用
具
類
で
す
。

　
こ
の
祭
礼
は
、
地
方
的
特
色

が
顕
著
で
、
芸
術
史
的
に
も
価

値
が
高
い
と
し
て
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
用
具
に
つ
い
て
も
、

独
特
の
形
状
を
し
て
お
り
、
特

に
獅
子
頭
は
、
中
世
の
制
作
と

推
定
さ
れ
る
な
ど
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

○
大
館
城
跡
＝
好
間
町
下
好
間

　
市
所
有

　
嘉
吉
二
（
一
四
四
二
）
年
、

岩
城
隆
忠
が
岩
﨑
氏
の
守
備
し

て
い
た
大
館
城
を
入
手
し
、
文

明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
に
岩

城
氏
の
居
城
と
な
っ
て
か
ら
、

慶
長
九
（
一
六
〇
四
）
年
、
鳥

居
氏
が
い
わ
き
へ
入
封
す
る
ま

で
、
い
わ
き
地
方
の
中
心
の
役

割
を
果
た
し
た
城
跡
で
す
。

　
平
成
二
十
六
年
に
、
初
め
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
掘
立
柱

建
物
跡
四
棟
や
土
師
器
片
、
中

国
産
の
白
磁
や
青
磁
な
ど
が
出

土
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
曲
輪
の
跡
な
ど
が

残
っ
て
お
り
、
中
世
の
い
わ
き

地
方
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
城
跡
で
、
大
変
貴
重
で

す
。

○
三
坂
城
跡
＝
三
和
町
上
三

　
坂
・
中
三
坂
　
上
三
坂
区
、

　
中
三
坂
区
な
ど
所
有

　
岩
城
氏
が
勢
力
を
拡
大
す
る

に
つ
れ
て
、
い
わ
き
地
方
の
北

西
を
守
る
要
と
し
て
機
能
し
た

城
跡
で
す
。

　
開
発
の
手
が
入
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
曲
輪
や
堀
切
の

跡
が
、
現
在
で
も
よ
く
確
認
で

き
ま
す
。
い
わ
き
地
方
の
戦
国

時
代
の
最
終
段
階
の
城
郭
と
考

え
ら
れ
、
大
変
貴
重
で
す
。

い
わ
き
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財

○
お
問
い
合
わ
せ

　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

　
☎
22
・
７
５
４
６

　
市
教
育
委
員
会
は
、
五
月
一
日
、
新
た
に
一
件
の
有
形
文
化
財
と
一
件

の
有
形
民
俗
文
化
財
、
二
件
の
史
跡
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
指
定
文
化
財
は
百
九
十
件
と
な
り
ま
し
た
。

有
形
文
化
財

有
形
民
俗
文
化
財

史
跡

浄應寺山門

御宝殿稚児田楽・風流の用具類（一例）

じ
ょ
う
お
う
じ

ふ
り
ゅ
う

か
ぶ
き

げ
ぎ
ょ

三坂城跡

大館城跡

は

　じ

　き

　へ
ん

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

か
き
つ

く
る

　わ
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連
載
シ
リ
ー
ズ

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
創
業
意
欲
者
は
、

事
業
ア
イ
デ
ア
の
着
想
か
ら
資
金
調
達
、
事

業
着
手
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
U
タ
ー
ン
し
た
若
者
な
ど
に
よ
る
新
た
な

　動
き

　
現
在
、
同
館
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム

に
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
若
者
が

入
居
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療

機
関
向
け
の
業
務
支
援
や
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
を
展
開

す
る
な
ど
、
震
災
後
の
復
興
と
創
生
に
向
け

た
、
新
た
な
動
き
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

＊
起
業
家
が
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
ア

　
イ
デ
ア
の
実
現
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多
数

　
の
人
か
ら
、
資
金
や
協
力
を
募
る
手
法

援
な
ど
を
重
層
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
切
れ
目
の
な
い
支
援
で
創
業
者
が
誕
生

　
創
業
支
援
の
特
徴
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
イ
ベ
ン
ト
「
浜
魂
」

の
開
催
、
い
わ
き
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
企
業

組
合
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
、
民
間
企
業
や
金
融
機
関
に
よ
る
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
＊
）
の
充
実
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
福
島
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
む
市
川
英
樹
さ
ん
は
、
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
た
後
、
浜
魂
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
提
案
に
よ
り
協
力
者
を
集
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

事
業
の
周
知
を
図
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
、
必
要
な
資
金
を
調
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
活
力
を
維
持
す
る
た
め
本
格
的
な
創
業
支

　援
を
実
施
　

　
東
北
有
数
の
工
業
都
市
に
発
展
し
た
本
市

で
し
た
が
、
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
既
存
企
業
の
発
展
と
同
様
に
、
新
た
な

「
し
ご
と
づ
く
り
」
に
向
け
、
創
業
者
を

次
々
と
生
み
出
し
て
い
く
土
壌
も
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、
市
で
は
、
平
成

十
九
年
に
ラ
ト
ブ
六
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
い

わ
き
産
業
創
造
館
の
中
に
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
本
格
的
な
創
業
支
援

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
認
定
を
受
け
た
本
市
の
創
業

支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
市
内
の
産
学

官
金
が
連
携
し
て
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
創

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
資
金
調
達
の
支

タ

　
　
　タ

　
　
　キ

　
　
　ア

　
　
　ゲ

　

ジ

　ャ

　パ

　ンハ
マ
コ
ン

産学官金が連携して
創業者を総合的に支援

・相談窓口を設置
・創業支援セミナーを開催
・資金調達を支援（クラウドファンディ
　ング、市制度融資、地域ファンド）
・見本市、展示会への出展を支援
・第二創業・事業承継相談を実施

※産学官金の主な団体
　【産】いわき商工会議所、いわき地区商
　　工会広域連携協議会、NPO法人TA
　　TAKIAGE Japan、いわきリエゾンオ
　　フィス企業組合、mizＤesigns株式会
　　社
　【学官】いわき産学官ネットワーク協会、
　　市、市起業家サポートネットワーク
　【金】日本政策金融公庫いわき支店、東
　　邦銀行、福島銀行、ひまわり信用金庫、
　　いわき信用組合

未来を拓く
ひら

いわきの 新たな「しごとづくり」
を進める①

vol.２

生 業
な　り 　　　　　　わ　い

さまざまな創業支▶
援を受けた市川英
樹さん

◀インキュベートルー
　ムの相談窓口

○本市の創業支援

新たな「しごと」をつくる創業者

ミ 　 ズ 　 デ 　 ザ 　 イ 　 ン

市
民
の
ひ
ろ
ば
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さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
福
祉
施
設

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

作
っ
た
ガ
ン
ザ
（
シ
ェ
ー
カ
ー
）
を
配
っ

て
、
一
緒
に
サ
ン
バ
を
奏
で
ま
す
。
中
に

は
、
泣
い
て
喜
ん
で
く
れ
る
方
も
い
て
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
で
す
か
。

　
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
た
い
で
す
。
例
え

ば
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
と
の
融
合
で
、
い
わ
き

な
ら
で
は
の
音
楽
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
音
楽
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
と
交
流
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
一
番
の
夢
は
、
い
わ
き
で
パ

レ
ー
ド
を
す
る
こ
と
で
す
。
サ
ン
バ
と
い

え
ば
パ
レ
ー
ド
。
い
わ
き
を
練
り
歩
き
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
サ
ン
バ

を
奏
で
、
元
気
や
笑
顔
を
届
け
た
い
で
す
。

ま
た
、
い
わ
き
の
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を

全
面
に
出
す
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
美
し
い
、
素
晴
ら
し
い
と
い
う
意
味
の

言
葉
を
用
い
て
「
い
わ
き
ベ
レ
ー
ザ
」
と

い
う
名
前
を
付
け
ま
し
た
。

　
サ
ン
バ
は
、
躍
動
感
の
あ
る
音
楽
と
ダ

ン
ス
で
、
や
っ
て
い
る
方
も
見
て
い
る
方

も
元
気
に
、
そ
し
て
楽
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
い
わ
き
の
皆
さ
ん

に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
を
持
ち
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
い
わ
き
サ
ン
バ

カ
ー
ニ
バ
ル
で
す
。
三
月
に
開
催
し
ま
し

た
が
、
首
都
圏
か
ら
も
ダ
ン
サ
ー
が
参
加

し
て
く
れ
て
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
い
わ
き
街
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
や
企

業
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
チ
ー
ム
を
設
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
東
京
で
サ
ン
バ
を
し
て
い
た
の
で
、
い

わ
き
で
も
や
り
た
い
と
思
い
、
知
人
に
声

を
掛
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
せ
っ

か
く
な
ら
チ
ー
ム
を
作
り
、
多
く
の
方
に

サ
ン
バ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
、

平
成
二
十
六
年
、
い
わ
き
初
の
本
格
的
な

サ
ン
バ
チ
ー
ム
「
ア
カ
デ
ミ
ア
サ
ン
バ
い

わ
き
ベ
レ
ー
ザ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
い
わ
き
は
、
フ
ラ
や
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏

踊
り
、
吹
奏
楽
な
ど
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
が

盛
ん
な
地
域
な
の
で
、
サ
ン
バ
を
や
る
下

地
が
あ
っ
た
こ
と
も
決
め
手
で
し
た
。

Ｑ
　
チ
ー
ム
の
旗
に
市
の
花
な
ど
を
使
っ

て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
震
災
を
経
験
し
、
い
わ
き
の
美
し
い
自

然
や
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
ツ
ツ
ジ
や
カ
モ
メ
を
チ
ー
ム
バ
ン

デ
イ
ラ
（
旗
）
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
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市民のひろば 魅力あふれるいわきの創生 
～いわきの芸術・文化・スポーツ～

　今月号は、本市初の本格的なサンバチーム「アカデミアサン
バいわきベレーザ」会長の二村浩史さんに、設立の経緯や活動
などについてインタビューした内容をお伝えします。

サンバを通じて多くの方に元気や笑顔を届
けるメンバーの皆さん

二村浩史さん（アカデミアサンバいわ
きベレーザ会長）

打楽器中心の迫力ある演奏とダンスで観客を
魅了


